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宮城県松騰周辺に分布する新第三系の珪藻化石層序

秋葉文雄＊柳沢幸夫＊＊石井武政＊＊＊

AKIBA，Fumio，YANAGlsAwA，Yukio　and　IsHII，Takemasa（1982）NeQgene　diatom　biostra－

　　tigraphy　ofthe　Matsushima　area　andits　environs，Miyagi　Pre琵ct皿e，NortheastJapan。

　　Bz4」．060乙S％πノ・」ψαπ，voL33（5），P。215－239。

舳s鵬c重3Neogene　system　distributed　in　the　Matsushima　area　and　its　environs（亙sHII蜘ム，

1982）yields　abundant　fbssil　diatoms。Based　on　their　stratigraphic　occurrences，seven　diatom

zones　including　a　new　zone，丑α」α55Joη6ηzα赫05αん伽5歪5s．1．Zone，are　recognized．They　range

貸om　early　Miocene　to　Pliocene　in　age。Each　zone　is　described　in　detail　oftheir　signiHcances

comparing　with　the　previously　established　zonal丘ameworks　in　the　North　Pacific　region，

　　The　Neogene　system　is　composed　ofthe　Miocene　Matsushim翫wan　and　Shida　Groups，

and　the　Pliocene　strata。Three　major　stratigraphic　hi＆tuses　are　recognized　within　the　system，
一
a
n
d 　their　durations　are　suggested　by　diatom　evidences．Amongthe　hia號es，the　one　observed

between　the　upper　and　lower　parts　ofthe　Shida　Group　is　seemingly　largest，which　covers＆n

intervalatle＆stover2．O　Malong。

　　The　lower　part　of　the　Matsushimawan　Group　is　characterized　by　an　initial　stage　of

transgression　as　suggested　by　molluscan毎una　and　so　fbrth．Diatom　Horal　compositions　suggest

thattheupperpartoftheMatsushimawanGroupandthelowerpartoftheShidaGrouprepre－
sent　a　m勾or　transgressional　stagewith　its　maximumin　the　latter．It　is　considered　that　a　regres－

sion　began　to　start　in　the　accumulation　of　the　upper　part　of　the　Shida　Group　and　that　the

overlying　Pliocene　strata　were　deposited　in　a　basin　ofrather　closed　bay，

要　　旨

　宮城県松島周辺に分布する新第三系は，豊富な珪藻化

石を産出する．本報告ではその産状に基づいて，前期中

新世から鮮新世までに及ぶ7つの珪藻化石帯について述

べる．それらの中で，新たに丑伽5吻η襯α肋03面6η廊

s・L　Zoneを提唱し，また各化石帯について，北太平洋

地域において既に区分されているそれと比較し，その意

義及び問題点を詳述する．

　本地域の新第三系は，下位より中新統の松島湾層群・

志田層群，及び鮮新統からなるが，その問に3つの主要

な不整合が認められる．これら不整合の時間間隙を珪藻

化石層序学によって推定すると，志田層群を下部及び上

部に二分するものが最も大きく，少なくとも2．O　Ma以

上に達すると考えられる．新第三紀を通じて本地域の海

進・海退の変化を大きく見ると次のようにまとめられ

る．すなわち松島湾層群中・下部は，貝化石その他から

＊石油資源開発（株）技術研究所

＊＊地質部

＊＊＊環境地質部

示唆されるように，海進の初期段階を示している．珪藻

化石群集組成の変化を見ると，松島湾層群上部の堆積時

には海進は更に進行し，志田層群下部の堆積時になって

最大海進を迎えたと判断される．そして志田層群上部の

堆積時に海退が始まり，鮮新統の各層は内湾性の環境下

に堆積したものと考えられる．

1．　ま　え　が　き

　珪藻化石層序学は近年著しく発展しており，北太平洋

地域，特にその中一高緯度地域の新第三系の広域対比

に有効に利用されている（KolzuMI，1973a，1973b，

1975，　19775BuRcKLE　and　OPDYKE，　1977三　BARRoN，

1980〉．珪藻化石層序学の発展の端緒は，有孔虫化石に

よるそれと同様に，地表セクションに基づいている

（KANAYA，1957，　1959；SIMoNsEN　and　KANAYA，　1961）

が，その後は主にピストンコアやDSDPに代表される

深海堆積物の研究に大きく依存している．このような状

況からしばらくの間，地表セクションにおける珪藻化石

研究はややなおざりにされていた感がある．しかしまた

ごく最近になってようやく地表セクションの見直しが始
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第1図　松島地域及び珪藻化石を含む主要な新第三

　　　系セクション（1－253各番号は第9図の
　　　それと一致する。）の位置図
Fig．1　Locationmapofthe　Matsushima　area　and

　　　selected　Neogene　diatom　bearing　sections

　　　（1－25；each　number　coincides　with　one　of

　　　Fig。9。）。

まったとも言える（例JGCP－114，NATIoNALWoRKING

GRoup　oF　JApAN，1979，1981）．

松島及びその周辺地域の珪藻化石に関しては，菊由

（1973MS）あるいはKolzuMI（1973c）の報告があるが，

いずれも対象とした層準がかなり限られたものであり，

また珪藻化石に基づいた時代論はほとんどなされていな

い．

　筆者らのうち柳沢及び石井は，5万分の1r松島」図

幅地域の地質調査研究に当たり，本地域周辺に分布する

新第三系の大半の層準から多数の含珪藻化石試料を採集

し，それらを秋葉が分析・検討する機会を得た．本地域

における珪藻化石の産出頻度及び地質時代上の分布範囲

は，岩手県二戸地域（秋葉，1977b三小泉，1979a）や

常磐地域（小泉，1981）に匹敵するものである．珪藻化石

の分析結果から，本地域新第三系の地質年代及び堆積環

境を推定する多くの資料が得られた．地質層序及び地質

構造については，上記r松島」図幅の地域地質研究報告

（石井ほか，1982）に詳しく述べられているのでその概要

を記すにとどめ，本報告では主に珪藻化石帯区分を中心

にその意義と問題点を議論する．

　ところでBRuNandTEM芭RE（1889）は，本地域南西

方の仙台付近からの採集とされる“仙台産石灰質団塊

（Calcaire　de　Sendai）”から80種以上の海生珪藻化石を

新種として記載したが，これは本邦産海生珪藻化石の最

初の報告として意義深いものである．その中には北太平

洋地域の珪藻化石層序学上重要な種が多数含まれてい

る．ただしこの試料の正確な産地は従来から不明となっ

ているほか，少なくとも仙台周辺からその珪藻化石群集

に対応するものはその後報告されていない．今回の調査

で，中新統大松沢層中からこれに近似した珪藻化石群集

を認めたことは，“仙台産石灰質団塊”の産地を推定す

る上で興味深い．

本報告を取りまとめるに当たり，石油資源開発株式会

社専務取締役池辺穣博士，同社探鉱部長鵜飼光男氏及び

同社技術研究所所長広岡悦郎博士には研究成果の公表を

快く了解していただき，また東北大学理学部高柳洋吉教

授には有益な御助言・御指導をいただいた．技術研究所

の郡司きく江嬢には試料の処理及び図表類の作成に協

力を得た．米国地質調査所のJ・BARRON博士からは，

DSDP，Leg57，Site438のスライドの提供を受けた．以

上の方々に深甚の謝意を表する．なお本報告の地質概説

の項は，5万分の1r松島」図幅地域の地質調査研究の

成果の一部であり，その現地調査並びに室内作業におい

て，地質調査所北海道支所の山口昇一技官，同所環境地

質部の寒川　旭技官及び松野久也元部長に種々討論して

いただいたことを付記し，併せてお礼申し上げる．

2。地質概説

松島地域は，東北日本グリーンタフ地域の東縁部に位

置し，中新統及び鮮新統からなる新第三系が丘陵地に広

く分布している．先新第三系は本地域東方の北上山地に

　　　　　　　　　り　ふ分布する一方，本地域内の利府町付近にわずかに露出す

る．また，主要な河川に沿った段丘面及び沖積平野には

第四系が分布している．これら各地層の層序関係は第1

表のようにまとめられる。

本地域の先新第三系は，三畳系の利府層及び白亜紀の

貫入と推定される利府花陶岩類などからなり，利府町赤

沼周辺に分布する．

　中新統は，松島湾層群及び志田層群の2つに大別され，

このほか，岩相の上から松島湾層群下部に対比される
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宮城県松島周辺に分布する新第三系の珪藻化石層序（秋葉文雄・柳沢幸夫・石井武政）

Table1
　　　　　第1表松島地域の層序総括表（石井ほか，1982による）
Summary・fthestrati理aphy・ftheMatsushimaarea（afterIsH・・θ砿1982・partlym・di丘ed）・

地質時代 層序区分及び層厚 主　な　岩　相 層　相
新第三系のみ）

珪藻化石帯区分

第
四
紀

完新世 沖　　　積　　　層　　　90m シルト・粘土・礫・砂・泥炭

？河岸段丘堆積物　　1－3m 礫・砂

渕　　　花　　　層　　3－6m 礫・砂 シルト

新
　
　
　
　
第
　
　
　
　
三
　
　
　
　
紀

鮮
新
世

俵庭層
　　50m

砂質シルト岩

砂岩・礫岩

亜炭

1畦成．㌧

　Dθ伽c秘Zopsε5

　ゐα7π言30んα翻cα

＿　＿　　＿　一　一　｝　『　一　一

　　　？

海　成

．陸　成り．’

　滋＿＿
　曲…一　一㎜驚内噌
蕪海　成瀦濡

曲恥＿1鼎㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　㎜

表沢層
　　30m

礫岩・砂岩
シルト岩
凝灰岩・亜炭

シルト尉竜の口層

　10－15m放森層

　15m ・陸　成よ．亀岡層
　1－10m

砂岩

円礫岩

角礫岩

シルト岩

礫岩・砂岩
シルト岩・

亜炭
i㌔

Tゐα」α55∫oπe7πα

ん言70SαゐεeπS‘SS，L

後
期

上
部

大松沢層　　150m 塊状細一極細粒砂岩・凝灰岩 二☆海成☆

1），勧s診εd痂番ヶ森山層
　80－180m

上部層 斜層理のある中一粗粒砂岩

軽着質粗一極粗粒砂岩

錠（砂質環

下部層

中
期

下
部

鹿島台層　　160m 塊状細一極細粒砂岩

鎮謬．盛蓬

np7αed吻oγPんα志
田
層

Deπ言蜘‘ops∫s

短cobα7‘Cα

幡谷層
　180m

主　　部 凝灰岩・凝灰翼砂岩

凝灰質シルト燃臼坂山凝灰岩部麟

三ツ谷屡

　280m

根廻凝
灰質砂　上部層
岩部層

塊状纏粒紗繍

斜層麗のあ難き驚一粗粒砂岩

凝灰鷺砂巻・礫岩，群
下部層

？

根　　古　　層　150m 凝灰質鞭癬・凝灰岩

～コー

松
島
湾
層
群

大塚麟

　300m

シルト岩砂岩部層

シル1・轡・砂岩

砂翼シルト岩

デイサイト質火山角礫岩

該雲力”
一蕪蕪＿螺藝

　蕪蕪　　一一・
㎜　鼎糊
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　　　？
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期

蕪避勃｝

　　　｝
叫　皿

松島層

350－400m

．1燦鰻石凝灰岩部層
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シルト岩
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追
戸
層
m
3
0
0
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　　部層

安山岩質火山角
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角礫岩

三畳織 　　　　　　　利　　　府利　府　層
　　　　　　　花闘岩類

頁岩・砂質頁岩
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砂岩

一217一



蘂｛

新

　第

1
卜Q一
け
CQ系

1

先

藝｛

系

l／

中

新

統

志

田

層

群

沖積層□
礪犠讐物圃

放森層團Hn
俵庭層翻Tw
表沢層圃Oz
竜の□層藻Tt

亀岡層騒Km
大松沢層騰Om
番ヶ森山層匿iiiヨBn

鹿島台層麟Ks
幡　｛謙書坂慧、疑灰岩，，層

三ツ谷層｛騨講＊

根古層匿塾k

l／l壌

追戸層個・・｛紅難騨層
　　　／圖・dg佳景山礫岩調

利府花南岩類國Gr

利府層璽rf

＊　根廻凝灰質砂岩部層を含む

＊＊崖錐堆積物を含む

諸／背斜
1紫イ向斜
／実在断層

、、，φ”　椎定及び伏在断層

、鍵撫
．o¢・ ！

／》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マヴ　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　1　　8　　　　勲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　＼

欝鱒

溌

舞

江，

己z

増。。ψ

　Odg

4km

一一一
1／5万松島図幅の範囲

第2図　松島地域の地質図（石井ほか，1982を簡略化）

Fig。2Geolog二cal　map　ofthe　Matsushima　area（a負er　IsHII6副．，1982）．

、巳

翫

上

1、、

　　石

融

溶

嵐

理

瞬

黒

山

欝

ハ講

爲

鎌

黙

q
姫



鷹 〃

o河南町

纏
じ　　　　　　ロ’　 ，　甲　■　甲 ■　

　，　■　，　甲　レ　■　■　r　　一　■，　，　，　甲　■　，　■　■　一

．霧饗

謙｝
一　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　，

　，
　■　臼　，　，　　　　　■

　，　，　，　，　■　■　■　■　ロ　ド　ロ’毒

5灘

懸、．

　　　　　　　　　　　　　　　Yq243
　　　　　　　　　　　　　　　　Yα312－2　　　　　　　　　　　　山∵　　　　　　　Yα311＊

　　　　　　　　　　　　　　懸徽．　勲婆一

須

江，

定

1、、

湾

’・メ

4km

’
魅

盟

　　　　My76へ一My80

織ク．欝4卿』、！
　　　　、宅灘，1妻！

塾9詫3セ、黄　．』
　》

　　　σo

・1銑My56＊5万分の1r鵬」図幅の範囲

　噛も　
．ρ6・臼My320　9　”・＝13’琴

’●　　　　　　∴E
亀　IMy34蝋
　　　　　．ρ⑮

　My25＊
，My27＊

　9ゆ，
　ぐ’　　B地域の拡大図

　　　　解蕪麟，．

Y8092005

Yα298

一一Yq289＊

旧

1、、

t

上

　　石

トー司　：柱状図作成ルート（矢印の方向が層序的に上位）

　　①一＠．：中新統（柱状図は第4図）

　　①一⑳：鮮新統（柱状図は第5図）

○：試料採集地て柱状図を作成していない部分

④一⑤④＝幡谷層
　　⑧一⑤：大塚層シルト岩部層

　　㊦　：鹿島台層
Ajoなど：試料番号（＊は珪藻化石が産出しなかった試料）

匿翌：丘陵地及び駈

一一一一一：道路

　　第3図松島地域の珪藻化石試料産地図
Fig。3Locality　map　ofdiatom　bearing　samples　in　the　Matsushima　area．
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おいど
追戸層が調査地域北蔀の広淵から涌谷周辺に分布する．

　鮮新統は，仙台市周辺の仙台層群に相当するもので，

中新統及び先新第三系を不整合に覆い，広淵周辺・松山

周辺及び番ケ森山南麓などに分布する．

　2・1松灘湾騰群

　松島湾層群は、本地域中新統下半部の塩釜層・佐浦町
　　あじり
層・網尻層・松島層及び大塚層を一括したもので，主に

松島湾周辺の丘陵及び島々に分布する．本層群の下部

（塩釜層一網尻層下部）は最下部に安山岩質の火砕岩を伴

った陸成層からなり，上部（網尻層上部一大塚層）は酸性

凝灰岩を挟む海成のシルト岩及び砂岩から構成される．

本層群の地質構造は，NNW－SSE方向の断層及び摺曲構

造を特徴とし，全体としては東又は北東に緩く傾斜して

いる．珪藻化石は網尻層最上部・松島層及び大塚層の各

層のシルト岩中から多産する．

　本層群の佐浦町層及び網尻層からは，σoη吻o吻妙伽窺

η側耀αn州ATHORST，五ゆ痂励87ノわ㈱05αnαHANCE，F枷

∫乞伽ψ伽HEERなどの温暖な気候を示す植物化石が産

出する（OKUTsu，1955）．また網尻層の中・上部から

は，％鰐αク・吻卿α∫TAKEYAMA，S癩∫・吻5癩渉o吻25∫5

（OTuKA），Bα渉2JJα吻鰯62翻MAKIYAMAなどの貝化石が

産出する（HANZAWA6」磁，1953）．

　2．2追戸麟

　本層は，礫岩・普通輝石紫蘇輝石安山岩質溶岩・凝灰

質砂岩及び凝灰角礫岩などからなり，3つの部層に細分

される．本層は広淵から涌谷周辺にかけて分布し，松島

湾層群とは分布域が離れているが，主として安山岩質の

火砕岩からなるという岩相上の特徴から，松島湾層群下

部（塩釜層一網尻層下部）に対比される．

　2．3志田麟群

　志田層群は，本地域中新統上半部の砂質堆積物を一括
　　　　　ね　こ　　　　　　　　　　　　はたや
したもので，根古層・三ツ谷層・幡谷層・鹿島台層・番

ケ森山層及び大松沢層からなる．このうち鹿島台層と番

ヶ森山層との間には顕著な不整合が認められ，これを境

として本層群は下部及び上部に2分される．本層群は下

位の地層とは不整合関係にある．

　本層群の岩相上の特徴は，全層準を通じて海成の砂質

堆積物を主とする比較的粗粒な岩相からなることであ

り，シルト岩を主とする松島湾層群上部の海成層とは対

照的である．分布域は吉田川及び鳴瀬川に沿った丘陵地

であり，大局的には10。以下の緩やかな傾斜で西ないし北

西に傾いている．珪藻化石は根古層及び三ツ谷層下部層

を除く各地層から産出する．・

　2・4鮮新統

　本地域の鮮新統は，下位より亀岡層・竜の口層・表沢

宮城県松島周辺に分布する新第三系の珪藻化石層序（秋葉文雄・柳沢幸夫・石井武政）

　　　　　わくや
層及び俵庭層からなるが，このほかにこれらとは分布域

を異にし，かつ，多少岩相の異なる放森層及び中山砂岩

泥岩層がある．

　鮮新統中には，海進・海退に伴う2つの堆積輪廻一す

なわち，①亀岡層（陸成）→竜の口層（海成），及び②表沢

層（陸成）→俵庭層（海成）一が認められ，両者は不整合関

係にある．放森層はこの第1の輪廻に対比されるであろ

う．これら鮮新統の層序は仙台付近のものと大局的に一

致し，特に下半部の亀岡層及び竜の口層については岩相

的にもよく類似しているので，仙台付近と同じ地層名を

使用している．珪藻化石は，竜の口層・俵庭層・放森層

及び中山砂岩泥岩層から産出する．

　竜の口層は，仙台地域の模式地では，Fo漉ρ66蜘嬬酔

hα5碗（YOKOYAMA）をはじめとするV・わゆる竜の口動物群

を産するが，本地域では貝化石の産出はまれである．一

方，石巻市日和山の丘陵頂部に分布する中山砂岩泥岩層

（増田，1953）は，従来，産出する貝化石から中新統と考

えられてきたが，今回の調査では，本層から鮮新世を示

す珪藻化石が見いだされた。しかし，本層の層序関係な

どについては問題があり，更に調査検討が必要である．

3。珪藻化石麟序

　3。唱　試料及び研究法

　松島及びその周辺地域から203個の試料を採集し，珪藻

化石の分析を行った（第3図一第5図）．試料採集は，亀岡

層と表沢層を除いて，網尻層から俵庭層にかけての各層

から行った．佐浦町層以下の地層については，岩相上，

珪藻化石産出の可能性が小さいと判断されたので，試料

採集を行わなかった．

　珪藻化石の分析には，mprocessed　strewn　slideを使用

した．これは近年の深海掘削計画などの調査船上におい

て，ナンノプランクトン化石や珪藻化石の調査研究に一

般に使用されているsmear　slideと同質なものである．

　unprocessed　strewn　slideの作成法は次のとおりであ

る．乾燥試料を小豆大に砕いた後，1－2gを100ccビー

カーに入れる．次に，試料が浸る程度に熱湯（蒸留水）を

注ぎ入れて，一昼夜放置する．この過程で試料は半ば以

上が泥化するが，未泥化部分についてはミクロパステー

ルを使用して静かに機械的に泥化を促進する．次いで蒸

留水をビーカーに注いで懸濁液を作り，約20秒間放置し

た後，底に沈んだ粗粒物質を除去する．その操作を2－

3回繰り返し・て得られた懸濁液から，約1ccを取り出し

てスライドを作成する．使用したカバーグラスの大きさ

は18mm×18mm，封入剤はPleurax又はAroclorであ
る．
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R工NE　DIATOMS
S ・40力名ηoo　o　祝θ　　　θ　rθγz　θr　τ名　RALFS　＆　　びαr． 1 1 ！ 畳 1 1 1 1 3
P 4．　微θηS　RATT 12 36 2 3も 52200218 2 3 13 3 2 4 3 8 蒼 1 1 雪 1 7 2 4 6 19 3 も 2 1亀 21 2 1 1 4 6 2 2 3 6 5 5 5 3 5 7 3 畳 蓑 ム 1 5 3 6 4 7 1 7 9 曇 1 2 2P 名ηりθηs　りα「・　no　z紛　BALDAUF 1 2 1 菅 1
P 4・　SPP。 1 1 2 3 1 2 1 1 砦 3 1 1 畳 1 3 1 1 1 1 驚

・40力乞ηop　ぴo　㍑3　　　祝η　㍑　α　㍑s　B　　　　　　　　　F 2 3 x 2 3 2 5 2 5 x 3 3 7 ゐ 2 3 4 1 2 3 1 1 1 3 3 1 5 2 1 1 1 2 2 2 5 3 3 2 ら 3 4 凸 9 3 2 2 3 7 5 4 3 2 7 4 4 2 1 曇 1 1 4 2 4 蒼

S 肋hom　SPP・ 2 1
β名　　㍑　p　乞β一α㍑r名力α　　　LYNG．　　BREB。　＆　GOD． 1 ，

S 翻0陀静（BAIL。　ROP・ 1
S Ooooo冗θ名θ一一配死rη名oα　　（GRUN．）　GRUN。 1 1 黄 2

0．　oosカαカα　GREG． 1 蓑 1 費 畳 聾 1 1 1 1 1 2
so猛θ　㍑加EHR 畳 畳 畳 纂 耗 2 畳 苦

o．
1 1 蓑 1 1 1 1 1 畳 管 2

P Oo　s　O　Lηo　乞s　o㍑s　　θ7z40乞　K八NAYA 1 員 亀 1 蒼 畳 砦 2 1 畳 曇 膏 1 蒼 4 畳 5 2 1 1 1 蓑 畳 1 1 蒼 1 1 畏 5 1 2 1 蒼

P o．　z甜s乞αη㍑ε　RE 1 畳 畳 2 砦 畳 蒼 畳 誓 蒼 1 ！ 斉

P 0。　加αr卿α伽θEHR 曇 蓑 1 2 砦 蒼 1 1 1 畳 1 蒼 汁 砦 蓑 1 甚 1
P 0．　　　　　　　　　　　　　GRUN． 1 穀 畳 菅 1 1 巽 鋒 溺 2 1 1 蒼 斎 畳 1 1 砦 1 1 1 1 畳 1
P 。．a婁羅野 1 耗 1 2
P 0．　S　．A 畳 菟 甚 1 誉

P SPP。 菩 誓 管 1 蒼 1 1 1 甚 薯 3 1 1 畳 3 1 暑 亀 2 蓑 2 ， 1 畳 斎 曇 耗 畳 普 聾

P Orαε　θ　o　乞so㍑s　　p　oη7　乞o祝s　GRUN。 畳

0ぴη7塑」oη乞α　　αη7　g　o　oθアαθ　（ERR。）　HANNA 畳

S 0翌澱αカ03乞戸α　　　6診ゐ　乞　TEMP．　＆　BRUN 畳

S o・　f幽亡認αηα 蒼 畳 1 1 聾 2
S PθZh乞η卿θηθzz乞尻・α 1 6 5
P oθη尻o㍑Zo　ε乞s　Zα跡α 47 2 33 21 4 2 621 4 9 33 71 63 4 43 8 71 63㊥ 4 86 42 39 23 6

Z）．S　．A 2 る9 1310 1 1 畳 5051 57 62 40 9 3 晒 2 蒼 10 17 52 30 21 31 5 33 4 9 鴻 49 3 3 718 25 63 55 11 39 57 55 29 44 41 2 1 1 2P Z）．　　η乞ooZ）αr名oα　　（GRUN．　　S工MONSEN 1 1
P ηorωθg乞oα　　SCHRADER　　S工MONSEN 砦 1 1
S ∂増oηθ循　　s　． 砦 菅 1 1 畳 蓑 1 畳 讐 1 1
S σぴ　oθs雁ε　s 1 膏 聾 2

σoη乞o亡勉θo乞躍η　　ro　θrs乞乞　　EHR 1 潅θrα所加α亡o　ho卸α　S 3 菅 蒼 1 2 畳 1 1 1 耗 2 1 2 1 1 畳 2 1 1 孫 1 畳 斎 t 3 2 3
P 丑θアη名α㍑　㍑ε　　　乞poηθ　（EHR．）　GRUN． 蒼 誓 1 膏 1 誉 畳

P E。a駈．o翼orp祝s 1 畳 1 1 2 蒼 1 1 1 費 1 畳 1 蓑 1 雫

S・・碁　｛z　o　③εo㌶s　　毎　α乞θηs乞s　工CH工KAWA 畳 蒼 甚 1 1 1
θ　g秘，§p　。　＝　oη名o　　θo乞㍑加　　　θn4θ　BRUN 蒼 象 1 璽 2 1 2 2 2 1 2 1 1

κ2’θθθ　θツ2，θ　　α　　oαr2．nα　SHESHUK。 1 2 1 ◎ 4 2 7 肇14 5 ， 3 10 2 6 4 3 2量 1 2 4 霊 1 2 ！ 5 4 3 1 6 6 2 1 6 1 3 6 1 1 2 甚 1 7 7 耗 6 4 5 1 5 5 る2 6 5
1｝名rα　乞s　o㍑s　　　乞p　o　αr名S　　LOHMAN 1 曇 砦 唾 曇 2 蓑

ハ4θ4乞αZ乞α　　ε　Zθη4乞（！α　　SHESHUK． 2 誓 ， 蓑 斎 1 4 ！ 蒼 1 耗 3 蒼 1 1 3 葦 畳 1 蒼 ！ 畳 1 2 1 2 1 1 砦 畳 2 1 1 1 1
S 〃θ　os乞rα　　sO　　　　EHR．　　KUTZ． 1 畳 耗 1 1 2 1 蓑 畳

M。　　θ祝Zoα古α　　　EHR　　　KUTZ 1 2 蒼 3 碁 蓑 1 2 1 2 1 畳 1 1 4 6 1 5 1 2 2 聾 2 2 5 1 5 7 ら 2 ， 差

ルαり名o㍑zα 1 1 亀

P ハ7乞力βεoh乞α　　　o　αZZθη　　θ1・τ 2 2 ¶ 呈 2 耗 4 2 1 3 曇 ！ 1 1 1 1 1 2 3 耗 1
P 々・　sp。1 2

ル．　SPP。 1 1
S P　α　艶α濡η7α　　3カα㍑ro　　oア㍑η7　　GREG。　　HE工B． 1 1
S o「oεπαsp。 1 1
P P8θ㍑　o　乞所θr　o　rα所溜α　　θZθ　αηε　SCERADER 畳 1 1 膏 蒼 畳 畳 2
S PSθ媚0040επα　aff　んαZ乞ηα 1 1 襲 弧 1 2 襲 砦 蒼 、 1 1 1 2 曇 2

Pカθro古　θ（3α　　Sz乙わ㍑Zαカα　GRUN 1 畳

P Rα　　τ40d『乞SO㍑S　　η7αr　Zαηdl乞0㍑ε 曇 膏 蒼 畳 2 1 1 1
S 丑hα乃6～oηθηrα　　　　（z　oπ名oμ“1 膏 膏

S R　α　honθ乞s　　θZθ　αη8　　PANT　　HANNA 1 畳 砦 鋒 1 1
S R。　　加名ooθη乞oα　　SCHRADER 2 砦 1 1 1 2 2 2 3 1 1 3 釜 畳 2 2 6 4 蓑 2 4 3 1 卦 3 2 1 5 3 2 1 1 2 2 蒼 1 1 1 1 砦 1 3 1 5 畳 2 7
S 丑．　　S 1 2 3 1 1 1 1 2 1 誉 2 2 1 ， 1 1 1
P R　乞20so　θη乞α　　α　αカα　BRI　　TW． 1

丑。　　加乞o　oθπ乞oα　　SCHRADER 蓑 蒼 耗 1 ， 賛 誉 1
P 丑。　　εカg　乞　OPη7名S　　BR工GHTW． 1 2 1 1 1 1 1 畏 1 2 1 畳 耗 1 1 1 4 1 1 1
P aff．μαθαr　oτ 蓑 1 蓑 1 『、 1 耗 耗

P 丑．　S 3 2 1 1 1 1 3 1 耗 蒼 3 2 1 7
丑o駕3σ名α　　ηαり乞o祝　o乞　θε　SCHRADER 1 葺 1 1 1 1 1 1 辱 1 2 膏 1 耗 2 2 1 誓

S Fπ亡乞Zαr乞α　　θ　s乞Z　oη　GREV。 鼓 蓑

S亡θ　hαπo　oη名α　　　　　hαη2；αωαθ 1 蒼 1 膏 畳 1 擬 1 ！ 1
P S惚hαηO　」¢名ε 3 4 3 3 旗 2 2 2 2 2 畳 1 2 2 7 2 2 2 1 2 畳 2 2 4 0 7 1 2 1 0 ¶ 1 1 1 6 2 1 5 3 6 6 ¶ 4 2 2 管 6 4 3 擬 2 5 3 4 2 ⊃ 4 1 2 2 3 2 2

5診¢oカ04乞εo　θ　　た乞カカ　名　　　　　GR　V。 砦

P 5　ηθ　rα　　　　o祝εθαηα　SEESHUK． 6 8 15 16 9 2 10 る 1 5 2 1 耗 2 6 1 5 1 1 1 畳 幹 2 管 1 1 1
P θ．　　η7乞o　oθn¢’oα　SCHRADER 畳 2 2 3 1 2 1 1 1 1 5 1 1 1 1 2 1 1 2 2 1 蒼 ら 1 1 ¶ 1 1 2 黄 2 1 1 1 2 1 1 管 1 1
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第3表
Table3

松島地域の珪藻化石産出表（その2）一三ツ谷層・幡谷層及び鹿島台層一
〇ccurrence　chart　ofdiatom　fossils　in　the　Matsushima　area（part2）

一the　Mitsuya，Hataya　and　Kashimadal　Formationsr
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a　　roximate　number　of　diatom　▽alves　slide　X　l　OO） 710 8 45 90 8 30 1 4 6 8 3018 45 2 22904590 6 22 5 8 5 5 5 ら る 2 2 5922
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p　vreservation P 岡 P G G P P P G P P 腓 P M P 囲 M G P P M 闘 G P P P P P　P G

RINE　　DIATOMS 暑S ’40亡名ηoo　oZ㍑ε　　　θんγ（3ηZ）θ卸　乞τ　RA工』FS　＆　ηαr． 1 甚 1
P θZZ乞　梶o㍑εGRUV 量 止
P ∠4　　乞η　θnθ　RATT 55 23 る8 1 13 1 0 110 17 2 7 2 0 3 1 7 5 ら 5 3 1 5 5 517 7 45 8 1 1 4 4 39121615 8 22134

P 14　　　名η　θηε　∂α∫　　η04㍑ε　BALDAUF 1 1 1 2：

o力乞ηo　カ　ohzζs　　㍑η　　Z　　　　　　　　　　　　　R八LFS 5 1 1 1 1 1 ，1 1 3 1 2 4 1 3 3 2 釜 1 2 1 3 2 1 2 1 8 2 畳 5 3． 5 32
S 4ηl　horα　S 2

B乞44㍑Z　h乞α　　α㍑r¢渉α　　LYNG　　　BREB　　＆　GOD 1 1 2 1 11

P B　　oαzαη7㍑・ε 暑 1 畳 蓑 耗 耗

S Oooooηθ乞ε　　oαZ乞　o矛η乞oα　（GRUN　　　GRUN 2 1

S 0．　oosカα亡α　GREG． 1 1 1 x 11 1
S 0．　so祝力θZ祝η2EHR． 1 x 1 1 1

S 0．　　り乞力rθα　BRUN 1 1 1 1
十
1 匙

S 0．　S 1 耗 1 畳 1 ， 1 1 1 11

E
　
　
E
E
E

Ooεo乞ηo　乞s　o祝s　　θη　o名　KANAYA 1 耗 1 1 畳 曇 瀞 2 ！ 1 2 畳 2 甚 1 t
1一属

耗i

5　1P 0　　7ηαr動α加s　EHR 1 3 聾 ⑳ 3 5 7 誉 3 5 1 1 1 1 2 1 摩 2 甚 1 耗 蒼 1
P 0。　　s　ηのo　Zo　hor呪ε　GRUN 1 2管 砦 1 3 碁 1 2 2 1 畳 1
P 0。　カθ解θrθ乞BRUN 2 i
P 0．cfr．αθ名 1 1 3 3 畳 1 1 1 1 1 1 2 1 菩 斎 斎 1 1 1 1 1

E

o．　　s 3 3 2 3 畳 砦 5 2 蓑 1 1 2 5 1 3 蒼 1 3 1 3 4 斎 畳 1 菅 6 斎 1 8
S 0　～ηα亡oε¢rα　　（ヱθわ　乞　TEMP　　＆　BRUN 1

43826P ρθη亡名oz乙Zo　ε乞s　　互麗s亡θ4力乞¢　SI盛1　　＆　KANAY 2 8 38 52 3 62 55 268 6 38 ら6 る 56 52 6繍 44 30 33 35 35 ら1 3913 20 ら9 53 7 04　27 26 2
E P ヱ）．　　h　αZ¢nα　　SCHRAD　R　　S　IM 2 2 1 1 5 2 2

1
1E

E
E

P ∂．　　Zα班ヵα　　BA工L．）　SIMONSE罰 2 2 1 3 1
P c　r辱　　α㍑カα　＆　　　　aff．　Zα㍑古α 1 1 2 斎 11

P P．　庇ooわαr乞oα 1 1 12 8 117 9 8 1 5 9 11 13 02 13 7 2 2 8 1 5 8 3 6 1

E P Z）．　　　rαθζ！窃ηor　hα　AKIBA　ex　BARRON　　BARRON 2 3 監

E
　
　
E

S 尻　Zoη誘s　s　。 1 1
P Eη　名o亡ンα’　ooθαπ名oα　　EHR 2 1

σ0η乞0診　θ0名㍑η7　ro　θrs名名　陛三R． 砦 3 蒼 1 1 碁 畳

σrαη筋αカo　ho卸α　s 2 1 2 1 1 1 1 2 3 x 1 7 膏 1
P 丑θ所44　μ8　　　名poηs　　EHR．　　GRUN． 讐 2 1
P 丑．aff　　oZ加or　h㍑S 2 2 2 1 膏 1 2 1 1 1
P 丑θη疹ζ％SO㍑S　　O祝ηθ乞　orη箆s　WALL 1
S EαZoτεo祝S　s 碁 1

E
E

∫　θ　θα　s　　　（＝　　σoη乞oカhθo乞脚η　渉θη祝θ　BRUN 6 5 4 2 る 2 19 5 16 3 611 2 3 2 2 5 5 7 5 2 8 13 2 璽1 4 12 5 6 5 3 5 ら 2
K名εsθZθり乞θZ　Zα　　oαr乞ηα　　SHESHUK． 1

E ハ4θ4乞αZ乞　　　s　　　　　　　　　　SHESEUK 2 碁 1 1 1 砦 2 1 釜 1 1 蒼 1 膏 1
S ”θZoε乞rα　　s　Z　　EHR・　　K　TZ。 1 1

ハ4　　ε㍑Zoαカα　　　　EHR　　　KUTZ 1 2 5 2 1 0 3 斉 2 8 2 2 1 3 2 2 3 3 　鵬
15膏 1 1 ら 6 3 4

S ルαり¢o㍑Zα　　SPP　　mar■ne 畳 1 2 1 1 2 2
P ル乞古gsoん乞α　　ohαZZθη　θr名　　SCHRADER 2 幹 1 1 2 量 2 2 1 1

P ル．　　S　．1 1 1 1 3 10 3 1 1 1 1 1 1 1 6 蒼 1
P ル　　s　2 黄 誉 1 1 2 畳 斎 甚 耗 1 1 1 2
P ル　　s　3　＆　cfr　s　3 畳 1 3 膏 3 膏 1 1

P Psθ㍑　o　τη2θ卸o　rα7η～ηα　　θZθ　αηS　S　HRADER 聾 1
S Pε（9視　o　o　oε乞rα　　　　aff　　　　α　乞πα 2 1 1 1 畳 1 1 1 1 1 畳 5 1

Pカθro惨hθoα　ε㍑加Zα右α 1 x 1 1 蓋

S 丑hαわζZOηθη2α　　　α　0η名0祝加　丁 2 1 1
S Rんα　hoηθ乞ε　　ηr乞ooθη乞oα 1 1 2
S 丑．　　S 鷲 悉 1 1 1 2 2 1 砦 1

乞80so　θη名α　　α　α－α　BRIGHTW． 1 畳 1 砦

P R．　　　αr　oτ　　BRUN　　TEMP．　＆　PERAG． 2 1 1
P R．　　アητo　oθητoα　SCHRADER ¶ 1 賛 2 1 1 2 1 1 3

E
　
　
E
E
E
　
　
E
　
　
E
　
　
　
E
E
　
　
　
E
E
E
E
E
　
　
E
E
　
　
E
E
E

P 丑。　　θ古　　乞　oγ7η乞ε　BR工GHTW． 12 1 蓑 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 膏 2 2
R　　　s も 2 砦 1 1 1 1 1 1 る 璽 2 1 1 1 ！

osετθ　　α　　　rαθ　α　θαoσα　　SCHRADER　　GERSONDE 1 1
P 1i～o躍じfα　　oαZ¢　Orη乞oα　PE 畳 膏 1 暑 膏 3 1 耗 蒼 ！ 1 1
P F　　　　θ卸α　αZ　Z¢　　BRUN　＆　TEMP 1
S Sαωα溜㍑卸α名α　　　τs2r乞αカα　KOMURA 1

5カθ　hαηo　oη3α　　んαη2αωαθ 1 斎 1 1 3 1 1 一

P 5カθhαηo　ρ9乞s　s 2 1 6 1 8 4 5 7 1驚 3 8 5 5 7 4 7 6 3 5 10 1 2 1 8 9 7 ら る 8
5カ¢oカod乞εo㍑ε　　oαZ¢　o轡z30㍑ε　　REV 1
5．　　た乞カカoη乞αη㍑ε　　GREV． 2 蒼 1 1 1

P S　ηθ（ヱγ・α　　oαアη亡so　α亡乞oα　GRUN． 蒼 蓋

P S　　　　　oμs（3αηα　　SHESHUK 1
P S　　　アη乞ooθη乞oα　　SCHRADER 1 筆 1 畳 1 1 1 1 畳 1 1 2
P rhαZαss乞oηθη～α　　h乞rosαた乞θηs乞ε　KANAYA　　HR

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s．』．
備 2 2

P 『．　　η乞力g　soh乞o乞（1θs　GRUN． 3る 828 懲 36 99 1 0 6 7 918 33 4 27 8 628 3 30 35 7お 3 24 825 7 31 22 29 26 35 2 7 2 る1 5 9
P 『hαZαss乞oε名rα　　Zθ　カo　㍑ε　（GRUN。　　EASI・E 砦 璽 1 膏

E
E
　
　
　
E
　
　
　
E
E

P 皇7　　　η1αη乞　θs呑　　SHESE　K x
P 『．　S 1 1 1
P 『　αZαsε名oカ　rτ」σ　　Zoη　乞s8勾ηα　CI』．　＆　GRUN． 蒼 耗 曇 畳 畳 1 2 砦 畳 蒼 蒼 蒼 菅 菅 2 砦 菅

r「乞oθ「α力乞㍑η7　00ηゴθoo卸㍑所　BRI　HT 1 1 1 1 甚 1
rroo　hos乞アα　　s　¢・ηoεα　K工TT 2 1 1 1 1

total　number　of　dlLatom　valve　s　counted

rest■n　s　ores 31 ら5826 7　9　6 2 233367～ ◎ 73～ 5 35767 飯 』　～ 6～ 81“ 5 73 63 脳 る1 ～ゐ73 52 7 61 364 36
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第4表
Table4

松島地域の珪藻化石産出表（その3）一番ケ森山層及び大松沢層一
〇ccurrence　chart　of　di乱tom　fbssils　in　the　Matsushima　area（part

3）一theBangamoriyama　and　Omatsuzawa　Formations一。
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宮城県松島周辺に分布する新第三系の珪藻化石層序（秋葉文雄・柳沢幸夫・石井武政）

　unprocessed　strewn　slideは，試料中の細粒物質をすべ

て含んでいるために，やや検鏡しにくいという欠点はあ

るが，次のような利点を持つ．1）極めて短時間で作成で

きる，2）微細な珪藻種が失われない，3）ナンノプランク

トン化石の分析や顕微鏡による微細な岩相の研究にも利

用することができる．

　珪藻化石の同定及び算定は，一般の生物顕微鏡の1，0qo

倍の倍率下で行った．珪藻殻の算定は，焼わゆる休眠胞

子以外の，観察されたすべての種が100個体になるまで

行った．その後更に100－200個体以上の観察を行V・，その

際新たに認められた種については釈present）として記

録した．休眠胞子については，上記100個体算定時に認め

られた総数を記録した．また珪藻殻の保存状態は，VG

（very　good），G（good），M（moderate），P（poor）及びVP

（very　poor）の5ランクに分けて表示した。各試料の珪藻

化石含有量は，作成したスライド1枚当りの珪藻殻数，

すなわち珪藻殻数／スライドとして示した．この数値は

厳密に定量的に行って得られたものではないが，各試料

の珪藻化石含有量の概数を十分に示すものである．

　3。2珪藻化石群集

　各試料の珪藻化石群集内容を第2表一第5表に示す．

珪藻化石を含まない試料又は群集内容を解析するに足る

だけの個体数を含まない試料は，表から除外した．

　珪藻化石は松島層から俵庭層までのほとんどの地層か

ら連続的に産出する。特に大塚層の珪藻化石含有量は極

めて多く，その大部分の試料は珪藻土質シルト岩と呼べ

る岩相からなっている．大塚層に次いで珪藻化石含有量

が多いのは，その下位の松島層及び上位の三ツ谷層から

鹿島台層にかけての各層である．大松沢層から俵庭層に

かけての各層の珪藻化石含有量は，一部の試料を除いて

一般に少ない．網尻層の試料は最上部の一試料を除いて

珪藻化石は含まれず，また根古層の試料からは珪藻化石

は検出されなかった．

　網尻層から俵庭層にかけての珪藻化石群集は，その組

成から次の4群集に明瞭に識別される．それらは，
Z）6n渉蜘」ψ5251）sp，A－1）・」α惚群集，D・h％吻4漉rO・痂・6α7初

群集，7物」α552・π躍αh歪705α肋漉5s．L群集及びZ）6漉6π嬢廊

ゐ翻♂56h漉6α一〇〇5吻・漉56μ5伽ψ8吻群集である．次に層序

に従って下位の群集から詳述する．

　3．2．1D6n言翻」ψ廊sp・A－D・」磁α群集

　本群集は，網尻層最上部・松島層及び大塚層に認めら

れる．これはD．sp。A（＝BARRoN，1980のD。cfン．Z醐♂α）

1）従来使用されてきたいわゆる海生の1）6漉‘ぬ属は・S皿ONSEN
（1979）にょり淡水生のD8痂6吻属と区別され，新属1）8漉‘麗Joρ5∫5に

移された．

又はZ）・」α惚を優占種とし，左o励o砂6傭ぎηg6η5，0・鋭π・一

漉5郷θ励づ，α」6翻α郷，0。卿6・妙h・郷，0．af£ηoぬ」物，

κ畑16∂溜α6α吻α，Lぎ7α廊‘π5吻oJ碗3，孤θ伽伽ψ伽4痂，

盈z5・h伽hαIJ8π9θ痂，R‘ψh嘱04枷s耀卿η4ゴ6％5，Rh‘ψho励

痂066η伽，Ro％痂πα∂」6％観465，⑳ηθ4γ好o麗56α％及び7｝ooho－

5加吻n卿などを特徴的に随伴する群集である2）．本群

集の大部分は海生浮遊性種で，しかもその大半が絶滅種

である．海生底生種及び潮間帯種の産出頻度は10％以下

であり，淡水生種の混入は極めて散発的にしか認められ

ない．

　D6漉6％Jo麺3sp。Aと1）。」α惚の産出層準は，一部重複

するもののほぼ上下関係にあり，前者は松島層から大塚

層最下部の層準に，後者は大塚層主部の層準にそれぞれ

限られて産出する．この2種以外には本群集内での種組

成の変化はほとんどない．1【謡」魏伽卿伽あるいは

めπ64鵠ゴo鰯伽αは一部の試料には大量に産出し，他の試

料には皆無であるが，層序学的な有意の差は認められな

い．

　なお本群集に稀産するσ056加4づ56％5」6ω5伽％5とRψh640－

4」56％5徽7卿η4蜘5は，沢村（1973）が詳述しているよう

に，典型的な熱帯性種であり，本群集を含む層準が暖流

の強い影響下1こ堆積したものであることを示している。

　3，2．2D6痂6膨妙誘h％5≠6痂∫r1）・痂・6α7顔群集

　本群集は三ツ谷層から鹿島台層の主部にかけて認めら

れるもので，D，h観64痂の大量産出とD。π初6碗昭を普

通に伴うことで特徴づけられる．特徴的な随伴種は

砺伽砂6伽惚θη5，σ056痂0廊6μ56η40歪，αC丘。クα66づ，伽66α

SPP，（＝（穿o痂o渉h66勉η2♂6ηz66），ノ％6漉α1歪αψZ6η漉4α，ノ～hσzo50」θη勿

痂068n∫6α及びS煙hαnog・n面加n駕ωα8などである．下位

のD6π」魏妙5∫3sp・A－1）・」α吻群集の特徴種，・D・sp・A

とD・」α惚は，二次化石と考えられるもの以外全く産出

しない．

　本群集は，下位のZ）。sp，A一ヱ）。」α惚群集と同様に，大

部分海生浮遊性種によって占められ，しかもその大半が

絶滅種である．また海生底生種及び潮間帯種の産出頻度

も同様に10％以下と低く，淡水生種の混入は認められな

い．したがって本群集と下位のD・sp。A－D・」α惚群集

は，ともに外洋に近い環境下に形成されたものと考えら

れる．

　なお鹿島台層最上部には，本群集に類似するものの，

1）。痂oう伽昭を欠いて代わりにz）ψ彫4勉卿加を伴う独

特の群集が認められる．また大松沢層最下部の群集も

D。h鉱蜘4痂を比較的多く含む点で本群集に近似するも

2）珪藻種の学名記載のうち著者名は第2表一第5表までのspecies
chart中に記したので本論では省略した．

一221一
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P ンo　oθ　α　s　r乞αカα 6 5 1 2 耗 1 1
P 1）θη力乞o㍑Zo　s名s　　たα斑亡εohα診乞oα　　ZAB　　SIMONSEN 4 9 1 1
S PθZ　ん名ηθ乞ε　　s㍑r乞卸θZ　Zα　　　EHR　　　ANDREWS 2 慧 甚 1 1
S 麗　　0ηθ乞ε　　　　ε所名亡　3乞　　BREB　　　CL 5 隻 3 6 重 2
8’ σmη珈α亡o　horα　s 1 砦 1 10 2 蒼 醤 孫

S Eα　0　循0祝S　S 1
S ハ4θZo8乞rα　　soZ　（EHR．）　KUTZ 8
S ”。　　ε㍑Zoαカα　　　EHR　　　K　TZ 5 1 督 1 13 19 3 2 耗 2 2
S ルαり名0祝　α　　S　　　　血ar■ne 1 1 1 耗

P ル乞ヵβs（3h¢α　　　rθ乞ηん　　Z　乞名　　　KANAYA　　＆　KOIZUMI 1
S ハ1。　　　祝ηoカαカα　　　W　S　　　GRUN 26 5 5
P ル．c　r。088乞Z乞s 1
P ハ7．　　s　　　4　　　　　　r　z乞ooθηα　　一　　θαン診乞ηoカαノ 5 9 3 5 3 1 2
P SPP・ 1 1 2
S 0　θ　んorα　　η～αrヵ　乞　HER工B 23

S P　α　乞o　rα～η加α　　sカα麗ro　　or㍑η7　GREG　　　HE工B 3
S Rα　oηθ名εs 9 耗 1 5 2 2 5 懸

P 丑h乞βosoZθn乞α　　sカ　Z乞　　r7η名　　　B 1 1 1
P 丑．　　S 1 膏 2 璽 1 2

os3名θ　　α　　診αカ8㍑πo　㍑o　乞θηε乞s　　KOIZUMI　GERS 32 1 1 2 5
P θPαηOPンρ3名ε　S 6 5 5 5 2 2 1 4 1
P 『んαZαs8乞oηθ加α　　η客力gsoh¢o乞dθ8　　GRUN． 6 9 6 7 21 29 め 4936 34 265 955
P 『hαZαεθ乞o　s乞rα　　απ亡乞　祝　　　　GRUN　　　CL 1 5 6 ら 11 6 7 3
P r．　Z鋭θαカα　JOUS 膏 7 2
P 『　　慕 214 2 2 6 5 8 4 216 4 612
P ？　　αεθ乞oカ　r名ω　　Zoアz　3ss名7ηα　CL　＆　GRUN 蒼 1 1 甚

麗工SCELLANEOUS 2 3

N N－MARINE　DIATOMS
配　αooε乞卸α　　　　rαημ　αカα　　　　EHR．）　SIMONSEN 1 2 3 晒 3 1 96

O　o　o診2　　α　　　4カ8名η　乞αηα　　THW 幹 2 3 1 暑

0．　　　“！θηθ　　h乞η乞αηα　　　KUTZ。 2 6 1
0励θZZα　s 2 鱒

E猛hθノη乞αs 2 響 1 2
ぬ榊梶α　　s 1
αび渉0冨　α　　S　　　（non－mar■ne） 2

P乞nη㍑Zαr宛sp． 1
R　oαZO　乞α　S 爵 1
5カθ　　αη0　名ε0㍑s　　c　r．　αη亡9SO　乞名 ら 念

total　number　of　diatom　valves　　counted　　　　　　　O 0

restin　s　ores 3 17 44 4 璃 ぢ67 78、 747

且anaτemo■i　F．
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宮城県松島周辺に分布する新第三系の珪藻化石層序（秋葉文雄・柳沢幸夫・石井武政）

のであるが，．Z）・痂伽7加とD．ρ膨4勉卿加は含まれな

い．一方，鹿島台層と大松沢層との間に位置する番ケ森

山層からの2個の試料はいずれもZ）．h臨64痂を産出す

るがその産出頻度は極めて低い．その1試料（OS27）中

には淡水生種の∠％伽05加g耀初伽αが高い頻度で混入し

ており，番ケ森山層の堆積した場が河川水流入の影響下

にあったことを示している．したがって番ケ森山層の珪

藻化石群集には，二次化石の含まれている可能性が強

い．

　3。2。3丑痂55ぎoη6寵α励osα肋n廊s・1・群集

　本群集は大松沢層主部に認められるもので，7㌃h歪獅α肪

6η廊s⊥3）の産出で特徴づけられる．特徴的な随伴種に

は，盈z50物頚・66nα，Ro55∫8磁翅5πηoん％6hづ6n5¢3，R・π物

oα」⑳7痂ら7伽」α55伽歪翅60繊傭及びTπ蜘傭s．str・があ

る．これらの種はいずれも産出頻度が非常に低いが，大

部分は本群集にのみ産出する．稀産ながら，ノ～・55」θ伽

伽蜘16膨αとR．渉傭観・肋‘h伽廊は，本群集の層序的分

布範囲の下部及び上部にそれぞれ限られて産出する．下

位の1）・h臨64痂一1）・痂・伽加群集の指標種，1）・h観θ4漉

は本群集からは産出しない．本群集には海生底生種及び

潮問帯種が高い産出頻度で含まれている．特に瀬8」・5襯

5諭伽の産出頻度が下位の2つの群集に比べて高く，最

高約20％にも達する．したがって，本群集が堆積した海

域は，下位の2つの群集の堆積時よりも浅かったと考え

られる．

　本群集に稀産するσ056枷4謡％5渉6吻θ76づ，禰z56h毎ρ」20－

68％，Ro％痂6α侮07η加，乃α」α厩03癩ηぎ4ぬ3S。str。は，い

ずれもBRuN　and　TEM蛇既（1889）カ…報告した“仙台産石

灰質団塊”の珪藻化石群集中の特徴的な種であり，また

最近の北太平洋地域の新第三系珪藻化石層序学上重視さ

れている種でもある．しかし仙台付近からこれらの種を

含む群集はその後報告されていない（KANAYA，1963）・仙

台に近接した本地域の大松沢層からこれらの種が認めら

れたことは，“仙台産石灰質団塊樽が松島地域周辺から採

集された可能性のあることを示唆している．なおBRUN

and　TEM芭RE（1889）は，“仙台産石灰質団塊”の地質時

代をその中に含まれていた貝化石群集に基づいて鮮新世

としたが，後述するように上記の種組成はこの試料が最

上部中新統から得られたことを示している．

　3．2．4D6π伽」吻5肋傭6hα∫伽一〇〇5伽伽副6ηψ襯

　　　群集

3）これはScH脚ER（1973）が図示したスh加5ακ∫6癖5（ScR趾DER，
1973，pL23，figs、31－33）であり，T，h歪705砥ε8郷歪5s。str。（＝E144α吻

hゴ705α雇8π5蛋5KANAYA，KANAYA，1959，P．104，PL　9，figs。l　l　a－14）

とは別種と考えられるものである．

本群集は竜の口層と俵庭層に認められるもので，

D翻蜘妙廊h躍魏hα渉吻とOo漉ηo廊螂卿ψ6魏の産出で

特徴づけられる。特徴的な随伴種にはB∫4ぬ砂h∫認sp。A，

ハ屋彪56h毎　sp，　4，　Ro55ゴθπα　砲≠5z6ηoんz66hづ6n認5，　丑α」α∬歪05歪7α

α漉9襯及び丁伽6伽などがあるが，研4ぬψhJα？sp．A

以外の種は，いずれもほとんど竜の口層に限られて産出

する．

本群集には海生底生種及び潮問帯種が卓越している．

特に廊痂oρり6h鰐観伽弼乱5の産出頻度が高い。淡水生種

の混入も下位の3つの群集に比べると非常に多くなって

いる．特に俵庭層ではこれらの傾向が一層顕著であり，

海生浮遊性種の産出頻度は著しく低い．俵庭層の含珪藻

化石試料は6個であるが，各試料間の群集組成の変化，特

に海生底生種及び潮問帯種のそれは非常に激しい．例え

ば，ある試料（Ya312－2）では0・660η痂56％」θJJ襯が約70％

の高い頻度で産出するのに対して，他の試料（Ya243）で

はCt56％∫6伽規を欠いて1鴨z56h毎ρ襯6∫伽及び0ρ6ρho7α

窺α吻歪がそれぞれ20％以上の頻度で産出している．これ

は海生底生種及び潮間帯種の分布が，海生浮遊性種とは

違って，極めて局地的な環境に支配されていることを示

している．竜の口層と俵庭層とは，その珪藻化石群集組

成が示すように，下位の大松沢層堆積時よりも一層浅

い，恐らく内湾性の環境下に堆積したものと判断され

る．

　本地域の竜の口層中に認められた珪藻化石群集は，

KOIZUM・（1973c）の報告による本地域北西方に広く分

布する竜の口層の群集組成に酷似している．ただし，

KolzuMI（1973c）の分析した21試料中10試料に稀産し

ている“1）傭蜘」砺6痂膨4）”は，本地域の試料8個から

は検出されなかった．

　石巻市目和山に局地的に分布する中山砂岩泥岩層は，

貝化石OhJ4剛話膨hα7α2（YOKOYAMA）を産出することか

ら下部一中部中新統とされてきた（増田，1953）．しかし本

層から筆者らが採集した2試料（12及び13）の珪藻化

石群集は，松島地域内に分布する俵庭層のそれと同様で

あり，後述するように，．Z）6漉6％Jo頭話α窺♂s6hα痂αの存在

から本層は少なくとも最上部中新統以降の，恐らく鮮新

統に属する堆積物と考えられる．

　なお本地域南西部に分布する放森層から採集した試料

はわずか1個のみであるが，この試料（79120405）の珪藻

化石群集のほとんどは淡水生種である∠％伽o吻αg襯％一

4）Kolzu職（1972）の図版を参考にすると，Kolz田1（1973c）の
‘‘1）・58雁膨”は現在一般に慣用されているD6η∫伽励痂58而㎜8と

D・58雁膨vaL声55薦5の双方を含んでいると考えられる．しかし北

上河谷に沿って分布する竜の口層にはそのいづれが産出しているか不
明確である．
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伽αであり，海生種は全く認められなかった．したがっ

て少なくとも本試料を含む層準は非海成層とみなされ

る．しかし，本試料の直上の層準から貝化石0螂505舵α

sp．が採集されている（石井ほか，1982）ことを考慮すれ

ば，本層は汽水域ないし河川水流入の影響を強く受けた

浅海域に堆積したものと考えるのが妥当であろう．

　3．3珪藻化石帯区分

’北太平洋中一高緯度地域の珪藻化石帯区分は，KOIZUMI

（1973a，1973b，1975，1977）によって設定された中期

中新世から現世にかけての9化石帯が最も標準的なもの

であり，しかもそれがこの地域全体にわたって広く追跡

されるものとして一般に認められている（BURCKLEand

OpDYKE，19771BARRoN，1980）．KolzuMIの珪藻化石帯

区分は主に深海堆積物の研究結果に基づいているが，秋

葉（1975，1979）は東北日本及び北海道各地の地表セク

ションの珪藻化石層序を検討した結果，KOIZUMIの珪藻

化石帯区分の一部改定を提唱した．両者の珪藻化石帯区

分の差異は，後述するように，D8漉6痂ρ廊属数種の種概

念及びその産状に関する認識の違いに起因している．北

太平洋地域における新第三系珪藻化石層序区分上

D8癖副oρ廊属各種の果たしている役割は非常に大き

く，大部分の珪藻化石帯はz）傭蜘Joρ廊属の産状だけで

容易に認定されると言っても過言ではない．一例とし

て，八戸沖の日本海溝西側斜面に掘削されたDSDP，

Leg57，Site438における主要な珪藻化石種の産状と珪藻

化石帯区分を示す（第6図）．なお最近，BARRoN（1980）

と小泉（1979b）は，従来未区分であった下部中新統に対

して新たに3つの珪藻化石帯を設定した．

　上述した点を考慮して，ここでは松島地域に適用され

ると考えられる珪藻化石帯を中心に，その意義や問題点

について述べる．前述した珪藻化石群集中の海生浮遊性

種の産状（第7図）に基づけば，本地域の新第三系含珪藻

化石層準に対して，次の珪藻化石帯が適用される．すな

わち，下位より，温伽06フ6」％5擁6π5Zone，D6漉6πJo麺3

」α麗4Zone，1）．初606α7ゑ6αZoneっ1）．P7αθ漉？πoψhαZone，

1）．h％5渉6ゐ商Zone，　丑α」α55乞oπ6解αh6705α初6π5乞5s．1．Zone

及びD6漉o％Joρ525勉縦56hα痂αZoneの7化石帯である．

　次に各化石帯について詳述するが，KOIZUMIによる化

石帯区分と本報告で使用するそれとの関係については第

8図を，また各化石帯の東北日本及び北海道各地の主な

地表セクションにおける産状については第9図を参照さ

れたい．

　3、3．1　∠166勉oワσ♂㍑5乞π98π5Zone（BARRoN，1980）

　〔定義〕下限は小泉（1979b）によればE536」6∂歪6伽‘翻ηα

の多産出層準直上。上限は1）θn伽嬢鋤」α吻の初産出

層準直下．

　〔時代〕前期中新世．

　〔絶対年代〕16．5－15．5Ma（BARRoN，1980）。

　〔本地域での分布〕網尻層最上部・松島層及び大塚層

最下部．

　醐題点その他〕本zoneは秋葉（1977a）の“・D6痂6一

％」♂ん伽卿6Zoneにほぼ相当する．D＄DP，Leg57，Site

438でBARRoN（1980）が認めた・46伽06ア6」％5勉96η5Zone

（第6図）の上半部には，D傭加Joρ5づ5sp．A（＝BARRoN，

1980のD・cfr・」磁4）が多産し，下半部にはG‘D6漉6％Zα”

ゐα刎昭が多産している．本地域で認められた本zone

は，前述のようにD6漉観o餌5sp・Aを多産するので，

BARRoN（1980）の孟6伽06彊麗5∫πg6π5Zoneの上半部に対

比される．

　小泉（1979b）は，瓦擁θπ5Zoneの下位の化石帯とし

て，更に孟．姥傭一擢∬θ」6び66磁6α7伽Zone及び瓦6α吻α

Zoneを提唱しており，∠漉η06ア6」％3∫ηgθη5Zoneの下限を

照556」囲詔α64吻αの連続多産出層準直上に置いている．

しかし，本zoneも含めてその下位層準の珪藻化石の産

状に関する資料はまだ極めて乏しく，オ漉πooッぬ面ηg6窩

Zoneの下限の定義とともに，1ぐゴ558」6∂28伽6副％を含む

珪藻化石帯はまだ確立されたものとは言えない（小泉・

1981）．例えば，本地域の∠6痂06ッ6」％3擁6η5Zoneには

K乞55θ擁詔偏癖瓢が連続して産出するが，その産出頻度

は試料ごとに変化が激しく，この種の連続産出層準上限

が化石帯区分の規準として十分であるかどうか疑わしく

思われる，なお，瓦卿伽及びオ漉η06ッぬ亘πg6窩の化石

層序学的価値については，既に沢村（1973）が指摘してい

る．

　3．3，2　D6π痂％1ψ5お　1側彪　Zone　（KoIzuMI，1973b3

　　　　BARRON，1980）

　〔定義〕下限はD．伽毎の初産出層準．上限はD・

h観64痂の初産出層準直下．

　〔時代〕　中期中新世前期．

　〔絶対年代〕15。5－14，0Ma（BARRoN，1980）。

　〔本地域での分布〕大塚層主部．

　〔問題点その他〕本zoneの最上部にはD・1磁4が稀

産もしくは皆無となり，代わってD。勿4伽αが多産する

層準のあること（第6図参照）が，他地域のいくつかのセ

クションで認められている（秋葉，197glBARRoN，1980）・

しかし，本地域ではZλ勿α伽αが多産する層準は認めら

れなかった。したがって，この層準が本地域では欠如し

ているか，又は珪藻化石を検出できなかった根古層がこ

の層準を代表しているか，いずれかと解釈される．

　3．3。3　D6舵∫6％」ψ525π∫60うα726αZone（秋葉，　1979）
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BARRON（1980）
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宮城県松島周辺に分布する新第三系の珪藻化石層序（秋葉文雄・柳沢幸夫・石井武政）
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第9図　珪藻化石帯区分による北海道及び東北日本の主要な新第三系地表セクションの対比（秋葉，1979を一部改作）
Fig．9　CorrelationofselectedNeogenesequencesinHokkaido　andNortheastJapanbydiatomzones（afterAKIBA，
　　　　1979，partly　modi且ed）。

　　　　セクション名及び地層名（カッコ内が地層名）

　　　　1．曲渕（増幌，稚内）　　2．川口（声間，勇知）　　3．遠別（古丹別，東野，遠別）　　4．初山別（古丹別，金駒内，遠別，茂築別）

　　　5．網走（鱒浦）　　6．厚内（直別，厚内，白糠，長節）　　7．本別（貴老路）　　8．静内（滝の上，軽舞，平取，荷菜，繭別）

　　　　9．鵡川　　10．馬追山（由仁）　　lI．今金（黒松内，瀬棚）　　12．鮎川（館）　　13．奥尻（鮒懸，米岡）　　14．二戸（門ノ沢，

　　　　末ノ松山，留崎，舌崎，久保，斗川）　　15．一関（下黒沢）　　16．仙台（旗立）　　17．男鹿（船川，真山珪藻土質泥岩）　　18。佐

　　　　渡（中山，河内）　19．輪島（塚田）　　20．珠州（法住寺，飯田，飯塚）　　21．灘浦（中波，姿）　　22．磯崎（磯崎）　　23．銚

　　　　子（夫婦ケ轟）　24。房総（保田）　25．端浪（生俵）

　　　　松島（松島湾，志田，竜の口，俵庭）
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宮城県松島周辺に分布する新第三系の珪藻化石層序（秋葉文雄・柳沢幸夫・石井武政）

　〔定義〕下限はD・h臨64痂の初産出層準上限は

D・ρ膨4翻07ρ加の初産出層準直下．上限はD。π伽勘伽

の最終産出層準とほぼ一致する．

　〔時代〕’中期中新世．

　〔絶対年代〕14．0－1L5Ma（KoIzuMI，1977），

　〔本地域での分布〕　三ツ谷層・幡谷層及び鹿島台層主

部．

　〔問題点その他〕本zoneはKo－zuMI（1973a）の

D。h％吻4臨一。Z）．」α蜘Zoneの下半部のb及びc　Subzone

に相当する．D．h％5♂64痂一D．」嬬αZoneは1）。h鋸5♂64痂及

びD，伽如の共存する区問として定義されているが，秋

葉（1979）は両種演共存することはなく，両種の生存期間

は明瞭に分かれること，更にZ）．h％吻4痂と共存する種は

D，」α伽ではなくてD．伽顔窺07ρ加又は1）。4伽07ク加で

あると論じた．したがって，D．hπ5」64痂一1）．」側如Zone

は化石層序学的に適切ではないので，それに代わるもの

として，下位より1）・吻06α7664Zone及び．D〃α64勉oψhα

Zoneの2っの化石帯が提唱された．

　本地域で認められた・D・吻o傭加Zoneには，いくつか

の試料に．D・伽如が極めて散発的に認められるが，これ

は恐らくより下位の層準からの二次化石と判断される．

1）．伽絃の最終産出層準は，前述したD・伽如Zone上部

の1）。hッ罐ηαが多産する層準の直下であると考えられ

る．

　3．3』　　Z）6撹ε6％Joク5ε3ρ7α64ゑ腕oγρhαZone（秋葉，　1979）

　〔定義〕下限は1）。仰晒勉07ρ加の初産出層準．上限は

1）．ク彫4諭07ρ加の最終産出層準、すなわち本zoneは

D。ρ膨4吻07ρ加の全生存期間で代表される．

　〔時代〕　中期中新世の後期一後期中新世の前期．

　〔絶対年代〕11．5－9。8Ma（KolzuMI，1977）．

　〔本地域での分布〕鹿島台層最上部．

　〔問題点その他〕本zoneはK．olzuMI（1973a）の

D．h％5∫64漉一D．」α膨Zoneの上半部のa　Subzoneに相

当すると考えられる．

　第9図に示したとおり，本zone中にはD〃464吻07ρh4

が一般に多産するが，本地域ではその産出頻度は極めて

低い．本地域で認められた1）．ρ7α64加07ρ加Zoneは，恐

らくこのzoneの最下部に相当しており，その主部は鹿

島台層と番ケ森山層との間の不整合により欠如している

と考えられる．

　3，3．5　1）6窺歪6％Joρ5ゑ5hπ3渉6ゐ露Zone（KolzuMI，　1973b

　　　　を一部改訂1秋葉，1979）

　〔定義〕下限はD・ρ耀4勉07ρ加の最終産出層準直上．

上限はD。h％蜘4観の最終産出層準．

　〔時代〕後期中新世．

　〔絶対年代〕9。8－6。4Ma（K．olzuMI，1977）．

　〔本地域での分布〕番ケ森山層及び大松沢層最下部．

　〔問題点その他〕本zoneはKolzuMI（1973b）により

設定されたが，その後上・下限の認定に関して研究者ご

とに微妙な食い違いが認められる（秋葉，19791BARRON，

1980）．まず下限に関して，KoIzuMI（1973b）はD．

」α惚の最終産出層準を本zoneの下限と定義したが，

秋葉（1979）は前述した1）・」α徽の最終産出層準の認定

差を理由にD．伽64珈07ρ加の最終産出層準を，さらに

BARRON（1980）はD・4勉07ρ加の最終産出層準を，それぞ

れ本zoneの下限として採用している．KolzuMI（1977）

は1）・伽如と1）・4勉07ρhα両者の最終産出層準は一致す

るとしてV・るので，その意味ではKOIZUMI（1973b）と

BARRON（1980）の定義は同一のように見える．しかし秋

葉（1979）は，D・Zα惚，1）。ρ7α64諭07ρ加及び1）．4吻07ρ加の

層序的分布の範囲は重複していないとしている（第6図

及ぴ第8図参照）．また，本zoneの上限についても同

様の問題があるが，これについては次の丑幽∬伽θ灘
h∫705αh歪6π5∫5s・1・Zoneの項で述べる．

　1）・h％5≠64♂琵ZoneはKolzuMI（1977）により，（b30彪o－

4づ56μ5鋤θ2の最終産出層準を規準にして，aSubzone

（上位）とb　Subzone（下位）に2分されている（第8図）．

秋葉（1979）も同様な規準で本zoneの細分を行ってい

る。ただし，KOIZUMI（1977）が0・鋼西6づの最終産出層準を

D6痂副oρ廊4加oゆhαのそれよりも上位に設定したのに

対し，秋葉（1979）は両者の産状は全く逆の関係にあると

して，本zoneを（砂α観Subzone（下位）とn4吻07汐加

Subzone（上位）に2分した．なお，八戸沖（Leg57，Site

438A）（第6図）及び岩手県二戸地域ではD．漉勉07ρ加の

最終産出層準はD・h観64痂のそれよりもかなり下位に

あるが，北海道各地のセクションでは両者は一致してい

る（第9図）．したがって，北海道各地では，二戸地域等

で認められる1）・4勉07ρ加とZ）・h臨64観のそれぞれの最

終産出層準に挟まれる層序的区間（第8図一第9図でA

Subzoneと仮称した）が広域にわたって欠如していると

解釈される．ただし，上述の産状の違いは，北海道と東

北日本との問の生物地理学的な珪藻種の分布の違いに起

因したものとも考えられ，今後の資料の追加と検討が待

たれる．

　さて，本地域では番ケ森山層と大松沢層最下部にD．

h％5∫84痂Zoneの群集が認められる．ただし，これについ

ては若干の疑問点が残る．つまり，前述したように番ケ

森山層の試料からは・0．h％吻4痂が産出しているものの，

その頻度は極めて低く，更に多量の淡水生種が混入して

いることから本層には二次化石が含まれている可能性が
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強いのである．そのため，刀．h鰯64痂を二次化石と解釈

して，番ケ森山層を，更には大松沢層最下部をも上位の

丑α」α55∫oη蹴αh乞705ακ∫6掘5s。L　Zoneに認定することも

可能である．しかし，現時点ではこの解釈を積極的に支

持する他のデータがないので，・D・h％吻4痂の産出を基

に，番ケ森山層及び大松沢層最下部は・D・h％5∫64臨Zone

に相当すると考えたい．本地域に分布する．Z）・h％膨4臨

Zoneは，番ケ森山層に稀産するD・4∫糀07ρ勧の産状を考

慮すると，本zoneの最上部（第8図一第9図のASub－

zone）を代表するにすぎず，本地域ではその主部（0・ッα伽

Subzone及びD．4伽07ρhαSubzone）は欠如しているもの

と判断される．この欠如は番ヶ森山層とその下位の鹿島

台層との問の不整合により表わされ，欠如の示す時間間

隙は少なくとも2．O　Ma以上と考えられる．

　3．3．6丑痂5♂oη6灘肋05漉θ顧5s．L　Zone（新称）

　〔定義及び特徴〕本zoneの下限はD6n孟蜘」ρρ5∫5

h観64痂の最終産出層準直上，上限はT　hゴ7・5αん伽5∫5s・1・

の最終産出層準である．T　hぎ705α肋n5」5s・Lの産出はこの

zoneに限られる．また，一般に本zoneはOo56吻廊6鋸5

窺α㎎伽伽の大量産出区間にほぼ一致する．他の特徴的

な随伴種には，σo漉n・4∫36冠5ツ励o♂9ρho7麗5，α加ψ616歪・

1）8ηあ6z61ψ5σ5　庖γαあπα，　1乃66θα　SPP・，ハ碗z50h∫ごz　Pあ066nα，　ハ孔

7・伽躍，Ro癬αoα励7n吻，Rhσz・50」6痂6α7ゐ・∫，7翔襯・伽

460ψ加5s．1．，丁窺伽の吻，Tη漉1麗5s。str。及びT

ρ％聯磁等である．．D6漉囲ψ廊肋謝sohα≠伽は一般に本

zoneには産出しないが，もし産出することがあっても

極めて散発的にしか認められない．

　〔模式地〕北海道道東部厚内北方海岸の厚内層（詳細

は米谷ほか，1981を参照されたい）．

　〔時代〕後期中新世末葉

　〔本地域での分布〕大松沢層主部．

　〔問題点その他〕本zoneは，沢村・山口（1961）のB2

群，秋葉（1975，1979）のσ・56伽4励％5灘7g加≠π5Zone，及

びKolzuMI（1973b）のD6π渉勉Jo麺5κα瓶56hα痂αZoneの

下半部（小泉，1979bのb　Subzone）にそれぞれほぼ相当

する．

　：KolzuMI（1973b）によれば，D，h祝蜘4痂Zoneの上限は

・D．h鰯召4痂の最終産出層準で，その上位の1）・κα傭‘ゐα一

痂4Zoneの下限は1）・んα緋50hα≠加の初産出層準でそれ

ぞれ規定される．すなわち，1）．加吻4痂の最終産出層準

は1）誘αη鶴hα痂αの初産出層準の直下であると認定され

ている．しかし，東北日本や北海道各地の地表セクショ

ンでは，一般にD・h鉱蜘4痂の最終産出層準と1）。肱簡

勧h漉昭の初産出層準の間には，これらのいずれの種も

含まない厚い堆積物が存在する（秋葉，1979）．同じよう

な産状は八戸沖のDSDP　Site438Aでも認められる（第

6図）．このD。hπ蜘4漉の最終産出層準とD．κα競36hα痂α

の初産出層準に挟まれる区間は，前者を規準にすれば

・Z）．梅縦56h漉6αZoneに，また後者を規準に採用すれば

・0・h鰯θ4痂Zoneにそれぞれ認定される可能性がある．

例えば，秋葉（1979）は前者を，BARRoN（1980）は後者を

採用している．このように，同一区間が相異なった化石

帯に認定される可能性があることは，将来化石層序学

的な混乱を引起すであろう．したがって，この区間を

独立した化石帯として扱った方が化石層序学的により・

適切であると考えられるので，新たに丁肋卿κ伽廊

s，1．Zoneを提唱する．本zoneは，Ro痂α‘4Z加7π加や

丑α」α漉0567απ乞幽」麗3等の随伴種の存在から，：KOIZUMI

（1973b）のD．肋雁56hα∫ε6αZoneの下半部（小泉，1979b

のb　Subzone）にほぼ対比される．

　大松沢層主部に認められる群集は，北海道各地に分布

する本zoneの典型的な群集と若干異なっている．つま

りα窩α7g乞ηα加の大量産出は認められず，T　h加5α肋漉5

s，Lの産出も散発的である．これは，前述したように，

大松沢層主部が比較的浅い海域に堆積したことに起因す

ると判断される．

　3．3．7　Z）6η顔躍」ψ525ゐα窺な6hαあ6αZone　（KolzuMI，1973

　　　　bを一部改訂；秋葉，1975，1979）

　〔定義及び特徴〕下限は7＝h加5αん勉5∫5s・Lの最終産

出層準直上．上限は1）傭伽Joρ痂56痂πα6vaL／0鋭傭の

初産出層準直下．本zoneは1）・肋瓶56hα∫加の大量産出

で特徴づけられる．Oo緬η04謡郷渉伽ρ粥2の最終産出層準

は本zoneの中に認められる．

　〔時代〕前期鮮新世．

　〔絶対年代〕5。2－4．2Ma（KolzuMI，19773BuRcKLE

an（i　OPDYKE，　1977）．

　〔本地域での分布〕竜の口層及び俵庭層

　〔問題点その他〕本zoneはKolzuMI（1973b）の

D．ん伽」56h痂64Zoneの上半部（小泉，1979bのa　Sub－

zone）にほぼ相当する．また本zoneの下限は．0，肋瓶一

56h漉昭の連続産出層準の下限とほぼ一致する．

　本地域の竜の口層及び俵庭層は，1）．加碗56h読昭とα

孟8卿6勉が共存することから，本zoneに相当すると判断

される．しかし，本地域の竜の口層と俵庭層は河川水の

流入の影響を強く受けた浅海成堆積物と考えられ，二次

化石混入の可能性のあること，及び外洋性の環境下にあ

った他の地域では普通に産する種が本地域では検出され

ない可能性があることを考慮しなければならない．前述

のように，本地域の竜の口層の珪藻化石群集と，本地域

の西方及び北西方に分布する竜の口層のぞれ（KOIZUMI，
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1973c）とは酷似しており，唯一の相違点は後者に

‘の6漉観α5餓加6”が稀産することだけである．更に，

福島県の阿武隈山地東縁に分布する竜の口層の珪藻化石

群集は，海生浮遊性種として1）。肋雁56勧加及び“1）。

58痂πα8”を普遍的に含んでおり（KOIZUMI，1972），1）・κ伽一

’56勧加Zoneの上位の化石帯，1）・5餓伽6varJ∂55”乞5－

Z）．肱耀56h漉‘αZone（KoIzuMI，1973b）に相当すると判

断される．ところが，今回得られたデータを直接使用す

れば，本地域の“竜の口層”は“．D．56痂膨”を含まない

ことから他の2地域のものよりも若干古い，つまり，D・

肋縦36hα∫加Zoneに相当すると解釈することができるの

である．一方，本地域の竜の口層に産するOo漉η04魏鰐

渉6噸6吻は二次化石であり，また“D．36掘ηαθ”を検出で

きなかったのは単に堆積環境の違いであると解釈するこ

ともできる．

　いずれにしても，竜の口層及び俵庭層の時代は鮮新世

以降であることは確実であるが，正確な位置づけに関

しては，いわゆる竜の口層に産する貝化石Fo漉仰魏

繍αhα5観の時代論5）とも関連して，今後更に検討を加え

なければならないだろう．

4。　ま　と　め

　本地域の新第三系から多産する珪藻化石群集中の海生

浮遊性種の産状に基づいて，網尻層から俵庭層までの各

層を7つの珪藻化石帯に区分し，各層の地質時代を推定

した．各化石帯については，北太平洋中一高緯度地域

における化石帯区分，特にKolzuMI（1973a，1973b，

1977）及び小泉（1979b）のそれとの比較を行い，その意義

及び問題点について論じた．

　既に沢村・山口（1961）が示唆しているように，珪藻化

石は東北日本及び北海道各地に分布する新第三系の対比

に非常に有効であることが知られている．しかも，本報

告で紹介したようにその処理方法は極めて簡便であり，

また二次化石を伴うような層準や浅海成堆積物を除け

ば，一般に各珪藻化石帯の指標種はその群集中で最も優

勢な種であるので，化石帯の認定そのものも極めて容易

に行うことができる．したがって，有孔虫や貝化石など

と同様に，今後新第三系の調査研究に大いに活用される

ことが望まれる．

　また，珪藻は周知のように淡水域から海水域まで各種

5）カムチャッカ・北海道及び東北地方太平洋側に広く産出する丑
∫話αhα5履は，従来から鮮新世の重要な指標種と考えられてきたが，

最近北海道に分布するこの貝化石を産出する地層，例えば天北地域の

勇知層や日高地域の雨別層から稀産ながら更新世の指標となる珪藻化

石が見い出されている（石油資源開発（株）未公表資料）．しかし，こ

れらの資料がE∫α加hσ5捌の産出する地点そのものから得られたもの

でないことや，この貝化石の産出層準が北海道と東北日本の間で同一

であるか否かについて，問題点が残されている．

の環境下に広く生息していることから，古環境の推定に

も供される．本報告では各珪藻化石群集中に占める海生

底生種一潮問帯種及び淡水生種の割合に基づいて，各地

層の堆積盆の相対的な深度変化や外洋性か内湾性かの違

い等の推定を行った．珪藻は光合成を営む独立栄養の植

物であり，真光帯以深の深度には生息できないので，底

生有孔虫に基づくようなきめの細かい古水深の推定はで

きないが，生態の異なる種の産出頻度の割合を比較する

ことにより，上位・下位の層準との相対的な堆積深度を

ある程度推測できる．すなわち本地域では，松島湾層群

の上部から志田層群下部にかけての層準が海進時を示し

ており，特に志田層群下部は本地域の海進最盛期の堆積

物と判断される．そして，志田層群上部から海退が始ま

り，その上位の竜の口層及び俵庭層は海退の末期を示す

もので，内湾性の浅海域に推積したものと考えられる．

また層序的な位置力∋らも，貝化石や大型植物化石の産出

からも示されるように，松島湾層群の下部は本地域にお

ける海進の始まりを示している．

　本地域の新第三系には層序学的に認定された幾つかの

不整合が存在するが，その2・3については珪藻化石の

産状からもその存在と時問問隙の大きさを示唆できる．

まず，松島湾層群と志田層群の間の不整合については，

1）6漉6％Joク廊」α徽Zoneの最上部（．D．hッα」伽の多産出

層準）の欠如に基づいて，約0．5Maの欠層が推定され

る．ただし，この間隙が珪藻化石を含まない志田層群最

下部の根古層によって代表されている可能性もある．ま

た，志田層群の上部と下部の間には，D・ρ耀4諭07ρ加

Zoneと．D．h％3∫64痂Zoneのそれぞれの主部が欠如して

いると考えられるので，少なくとも2．O　M＆程度（最大

4・5－5・O　Ma）の時問間隙が推定される．志田層群上部と

その上位の鮮新統との問には，もし竜の口層と俵庭層の

群集の一部を二次化石と判断するならば，D．肱鰯56勧加

Zoneが欠如していることになり，約1．O　Maの時間間隙

が予想される．なお，留意すべき点は上記の時間問隙の

推定はあくまでもほぼ化石帯単位で行っていることであ

り，化石帯内での時間間隙は認識できないことである．

例えば，松島湾層群と志田層群の問の不整合をもたらし

た時間間隙は上述の可能性のほかに，志田層群下部に認

められた1）．痂o傭加Zone（約2，5Maの長さにわた

る）の中にまで食い込んで，0．5Ma以上の問隙となって

いることも考えられるのである．
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Explanation　ofPlates　I－III（magni血cation　ofal1且gures　except　fbr

　　　　　　　　　　　　　　豆g。1with×500，is×1，000）

　　　　　　［sample　number，F．：Formation，Z．：diatom　zone］

　　　　　　∠4，’∠46痂o¢レ61％5，1）．’．Dθ漉6麗妙523，T．’7勉伽5歪on伽α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Plate　I

Hg。1；　unprocessed　strewn　slide［N665，0tsuka　F。，D。Z側厩Z．］

figs。2－330056歪no漉56π5襯㎎吻伽EHR，：ag，2［K248－2，0matsuzawa　F。，
　　　　　T．hJ705α雇θ競5s．L　Z．］，fig．3［OT7，0tsuka　F．，1）．」側如Z．］

figs，4－5；　Oo56Jno廊6鉱5伽ψ6吻BRuN：fig．4［Ya184，Tatsunokuchi　F．，D．

　　　　肋雁56h観‘αZ。］，fig．5［Ya185，Tatsunokuchi　F．4）．肋疵56h観6αZ．］

丘gs．6－7；廊漉o¢レぬ52ηg6η5RATT．［K170，Kashimadai　F．，1）。痂06α1加Z。］

且g．8；廊伽o砂ぬ5θ」妙渉勧5GRuN．［K248－2，0matsuzawa　F．，T　h2705α肋競5
　　　　s，1。Z。］

Hg．9；σ05痂o廊6％3sp。A［OT7，0tsukaF。，1）。」磁頗Z．］

Ggs．10－11；　Oo56動o漉5昭5」6ω5毎ηπ5GREv。［ditto］

£g。123S翻o廊螂ん露Jon伽郷GREv．［K170，Kashimadai　F．，D．nぎ60加γ初Z。］

丘9．13；　σ050勉o漉56％5θn40ゴKANAYA［N611，0tsuka　F．，Z）．」側渉αZ。］

fig。14；　Oo56∫ηo漉56麗5夢ηz60Joゆho■％5GRuN．［OT7，0tsuka　F。，DJα麗如Z。］

五gs。15－16；σ056吻藷6％5c倉。クα観KへNAYA：fig．15［K52，Kashimadai　F．，

　　　　　D。ρずα84動20ψんzZ．］，五g。16［N58，Hat＆yaF。，1）．漉σoδ雄ε‘αZ，］



Bz〆乙060乙51π7び．」ψαη，レbJ．33，ハ砂．5 PJ傭1



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Plate　II

五g．173ノ～h伽50乙6痂6励o乞（BRuN）TEMp，et　PER．AG．［K248－2，0m＆tsuzawa

　　　　F。，T　h歪705α初6n5∫5s．1．Z。］

Hg．18；Rh歪zo5016痂吻6翻6αSGHRゆER［My209，0tsuka　F．，0．」α蜘Z．］

figs。19－20三　2脆α」α55∫05ぎ7α　n嘱π」刎　（TEMP。et　BRuN）」’ousE　s．str．［K　127，

　　　　　Omatsuzawa　F。，D．h観θ4痂Z．］

fig．21；　Bσ4ぬψh宛cf｝．側7伽（LYNG．）BREB。et　GoD．［OT7，0tsuka　F．，．D．

　　　　　」側∫αZ．］

fig。22；Rh吻501θ痂　5砂」⑳撒ゑ5BRIG肛w．［K　52，Kashimadai　E，1）。
　　　　一ρrα6漉窺oψhαZ．］

且g．23；別4ぬψh歪αsp．A［Y8092005，TatsunokuchiF．，1）．肋雁56hσ渉ぎ6αZ．］

fig．24；　7伽」α漉05ぎγαη～伽旋吻SHEsHuK．［K248－2，0matsuzawa　F，，T．
　　　　　hづγ05α腕6π認5s．1．Z。］

五g．25；　7物1α55ぎ05癩απ吻襯　（GRuN．）CL．［Ya　185，Tatsunokuchi　F．，Z》．

　　　　　ゐα窺孟50hα痂αZ．］

五g．261　丑ぬ漉05加sp。［K248－2，0matsuzawa　F．，T．h∫7054肋競5s．L　Z。］

五9．27；　7フ2α」ごz5語0527αsp．［ditto］

且g．281Rψh痂伽μ5伽卿η4歪6％5CHRlsT、［My209，0tsuka　F。，．D．」α磁Z．］

fig。29；島2痂ぬ5aff，ρo砂窺oψh郷GRuN．［K　l70，Kashimad＆i　F．，D．n260加7初

　　　　　Z．］

βg．301　∬6痂側」％5吻on5（EHR。）GRuN．［OT7，0tsuk＆F．，Z）．」砿彪Z。I

fig。31；　：乃66徽漉伽o編660摺窺BRIGHTw。［K99，KashimadaiF．，Dψ膨4伽oψhα
　　　　　Z．］

£g．32；砒伽sp．（＝（穿o物Jh66∫襯伽π6BRuN）［Nx11，0matsuzawa　F．，
　　　　　T。hσ705α葱8η5乞5s。L　Z。］

丘g．331∠ぬ605地gr翻％」痂（EHR．）SIMoNsEN［13，Nakayama　Sandstone
　　　　　Mudstone，．D．希4傭oh嬬αZ．］

Hgs。34－35三M642α伽瑠6η42吻SHEsHuK．＝丘9。34［My209，0tsuka　F。，D．

　　　　　1α欝αZ．］，fig．35［N58，H：ataya　F。，Z）。πぎoo加7歪64Z。］

fig．36；　S渉ψh砒ogoηゼαh醐zαωα6KANAYA［N58，H：ataya　F．，．Z）。初60ゐα7ゴ6αZ。］

figs。37－38；　∠46痂ψ砂6hπ5観吻」α魏5（：BAIL．）RALFs［Y8092005，Tatsunokuchi　F．，

　　　　　Z）．んση3哲56hα漉αZ．］

丘gs。39－40；孤6Jo5癩5鉱Jo磁（EHR．）KむTz。：fig．39［K170，Kashimadai　F．，

　　　　　D．ηゴ606碗6αZ．］，且g．40［K248－2，0matsuzawa　F．，T．h歪705αん伽525s．L

　　　　　Z。］
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Plate　III

丘gs．41－44；D6η伽ゆ5ぎ5sp．A：丘gs。41，44［My101，0tsuka　F．，温．晦6η5Z．1，

　　　　　figs。42一手3［N575，0tsuka　F。，∠L勉g6郷Z。］

丘gs。45－48；D6励鉱1ψ5ぎ5」α惚（BAIL．）SIMoNsEN：丘gs．45，48［My209，0tsuka

　　　　　F．，Z）。」側臨Z．］，fig。46［OT7シOtsuka　F。，D。」側孟αZ。］，fig。47［OT8，

　　　　　Otsuka，F。，Z）．」側如Z．］

figs。49－523　Dθ痂6π妙5ぎ3耽o施7初（GRuN。）SIMoNsEN＝figs．49，51［N58，

　　　　　Eataya　F。，1）．競oわα726αZ．］，figs。50，52［K62，Kashimadai　F，，D．

　　　　　癖606αずづ6αZ。］

figs．53－57；　D6η麗6％Joゆ525h狐♂84躍（SIMoNsEN　et　KANAYA）SIMoNsEN：　figs．53，

　　　　　55a－b［N58，Hataya　F．，D。痂oゐ痂6αZ．］，Hgs．54，56［K62，Kashimadai

　　　　　F・，1）・物06翻6αZ・］，丘g・57［K127，0matsuzawa　F・，D・h厩64痂Z・］

丘gs・58－62三　1）6η6∫6％」ψ5」5Pm84伽oψhα（AKIBA　ex　BARRoN）BARRoN［K52，

　　　　　Kashimadai　F．，D．p7α64伽oψhαZ。］，五g．611connect圭ng　band

五gs。63－65；　1）6η擁o％loゆ5乞5　　4勃20ψhα　　（ScHRADER）　　SIMoNsEN　　［Os　　47－2，

　　　　Bangamoriyama　F．，D。h観64痂Z．］，all　figures　connecting　bands

丘gs。66－681D6n≠初妙5乞5んα捌56勧初（ZAB肌INA）SIMoNsEN［13，Nakayam＆

　　　　　Sandstone　Mudstone，D。肋傭oh漉6αZ．］

五g。69；　躍。彪56h宛cf｝。sp。2［K127，0mlatsuzawa　F，，Z〉」勧5渉64薦まZ．］’

fig．701　躍≠z50h勉ノ∂∬」傭KANAYA　et　KoIzuMI［Nx　l　l，Omatsuzawa　F．，T．

　　　　h∫705α初6η5歪5s。L　Z。］

fig．71；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

fig，72三

　　　　s，L

fig．733

figS．

且9，763

figs。

74－75；

　　　　77－801

　　　　　［K　248－2，

　　　　　Omatsuzawa　F。

　　　　　T．h∫705α肋n5おs．1

五9。81；

　　　　　Kashimad＆i　F．

且9．823

　　　　hづγ05α肋n5σ5s．L

figs．83－84；

fig。85三

fig．86；

fig。87；

£9．88；

ハη露z50hぎαsp．4［Ya185，Tatsunokuchi　F．．D．肋謝50h漉6αZ．］

q卿伽5地4吻づTEMp。et　BRuN［Nx6，0matsuzawa　F．，T．hJ705襯6競5
Z．］

の幅o伽a任。Jo76n勉α観GRuN．［My209，0tsuka　F，，．D．」4蹴Z．］
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